
「君が代」ってどんな歌？　 そして、今　・・・

日本は 1945 年までアメリカを始め多くの国々と戦争を行い、アジ
アの国々に対して領土や資源をうばう侵略をしてきました。その結
果、アジアの国々でおよそ 2000 万人の人が亡くなり、日本でも空
襲や原爆での死者も含めて約 300 万人が命を落としました。
　戦争遂行のためには｢愛国心｣を高める必要があったのです。当時
の日本は、召集令状が来た人に「おめでとうございます」と言わざ
るを得ない、本音の言えない社会でした。そんな社会を作り、戦争
を遂行するのに「日の丸・君が代」も一役買っていました。｢君が代｣
の歌詞は、「天皇の治める世の中が千年も万年も続いて、小さな石が
大きな岩になり、岩にこけがはえるくらい長く続きますように」と
いう意味であると説明され、天皇のために命をささげることが日本
人としての美しい生き方だと教えられたのです。
　その後1999年になって「国旗・国歌法」が制定されました。その時、
政府は「( 君が代は ) 天皇を象徴とする日本の末永い繁栄と平和を
願う歌」だと説明し、同時に「思想良心の自由は制約しない」「国旗・
国歌を押し付けるものではない」とも言っていました。

　今、世界に目を向けるとウクライナやパレスチナ、そしてイランな
どで戦争が行われ、毎日多くの命が失われています。
　一方、日本では南西諸島をはじめ、各地で軍事施設が増強され、京
都の祝園にも大規模な弾薬庫の建設が進められています。また、皆さ
んが 18 歳になる年には、自衛隊から勧誘の郵便物が届きます。吹田
市が、本人の承諾もないまま、年齢や住所などの個人情報を自衛隊に
提供しているからです。
　戦争放棄を憲法に掲げる日本も、国を挙げて戦争への道を進んでい
くのではないかという不安が広がっています。
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そこには多くの人が
苦しんだ歴史がある

ぜひ読んでほしい「はだしのゲン」
『はだしのゲン』には広島・長崎への原爆投下の悲惨な
姿だけでなく、戦争中、日本軍がおこなった虐殺も描
かれています。まちがった侵略戦争の歴史を知り、二
度とくり返さないと決意することが平和を築いていく
上で大切です。
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日の丸｣｢君が代｣強制反対 ・不起立処分を撤回させる大阪ネットワーク

連絡先 ： hinokimiosk@yahoo.co.jp

卒業式に出席される皆さんへ

考えてみてください　なぜ戦争はなくならないのか？

　卒業式では「日の丸」が掲げられ「君が代」斉唱が行われることになっ
ていますが、あなたが嫌だと思うなら、立ったり歌ったりする必要は
ありません。あなたの心の中のことは、あなた自身が決めるもので、
憲法 19 条「思想・良心の自由」や「子どもの権利条約」に保障された
大切な権利だからです。
　しかし、大阪では教職員に「君が代」斉唱が義務付けられ、多くの
教職員が「不起立」を理由に処分を受けています。教職員への強制が、
子どもたちへの強制につながる不安があり、また、吹田で市会議員の
質問をきっかけに君が代の暗記率の調査が行われたことも不安をかき
たてました。

　戦争は自然災害ではありません。権力者と戦争でもうか
る一部の人たちとが結託して戦争を作り出すのです。参考
に「戦争のつくりかた」(YouTube) という動画 ( → QR
コード ) をご覧ください。
　これからの社会がどうなっていくのかは、皆さん一人ひ
とりの考え・行動で変わります。まわりの意見にも耳を傾
け、それぞれの意見・立場を尊重し合いながら、自分の考
えを深めていってほしいと思います。

　私たちは、卒業を迎えたみなさんのこれからが、明

るく希望に満ちたものになることを願っています。

　ただ、今の私たちを取り巻く世界には、あちこちに

戦火がひろがっています。自分や家族・なかまの命が

理不尽に奪われ、また逆に、罪のないだれかの命を奪

うことを求められるのが戦争です。戦争のない未来を

築くにはどうしたいいのか、一緒に考えてほしいと思

います。

戦争のない未来を願って


